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応用アール・エム・エス 自然災害レポート 

 
2023年 5月 5 日能登地方の地震について（速報） 

はじめに 

2023年 5月 5日 14時 42分頃に能登地方で M6.5の地震が発生し、石川県で最大震度６強を記録しま

した。この地震で亡くなられた方およびそのご遺族の方には謹んでお悔やみを申し上げますとともに、

被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。石川県能登地方では 2020年 12月から地震活動が活発

になっており、2022年 6月 19日 15時 8分頃に発生した M5.4の地震がこれまでの一連の地震活動で最

大規模の地震でしたが、その地震の規模を大きく超過する規模の地震が発生したことになります。本レ

ポートは現時点(5月 8日時点)で公表された情報に基づき、地震の概要について速報としてまとめたも

のです。本レポートが多少なりともみなさまへの今回の地震の知見となれば幸いです。 

地震の概要 

今回の地震は、2023年 5月 5日 14時 42分頃に能登地方の地殻内を震源(北緯 37.5°東経 137.3°深

さ 12km）として発生し、地震の規模を示す気象庁マグニチュードは M6.5(モーメントマグニチュード

Mw6.2）と推定されています 1)。地震発生メカニズムは、北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型と解析

されています(図 1 参照）。能登地方では 2020年 12月以後、地震活動が活発化しており、今回の震源は

それらの震源域の北東側で発生し、現時点において M5.9の最大余震がその西側で発生しています(図 2 

参照）。図 3 には M2.0以上の地震の震央位置について、本震以前の地震活動の分布と本震以後の余震域

の分布とに分けて表示しました。この図によると、今回の地震の余震域はこれまでの地震活動の震源域

よりも全体的に北側に移動している傾向がみられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  地震の発震機構解 1)               図 2  能登地方の地震活動の震央分布 2) 
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2020年 12月 1日～2023年 5月 5日 14時              2023年 5月 5日 14時～2023年 5月 6日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  能登地方の地震活動の本震以前(左側)と本震以後(右側)の M2.0以上の地震の震央分布 

※震央位置は気象庁一元化震源 3)による。図中の矩形は国土地理院による地殻変動データに基づく本震の震源断層モデ

ル 4)の投影図で実線が断層上端部となり、南東方向に傾斜して沈みこんでいることを示している。 

地震動の概要 

観測点の地震動の概要 

2023年 5月 5日に発生した能登地方の地震による気象庁の震度観測点の震度は震度 6強が 1地点、震

度 6弱が 0地点、震度 5強が 3地点でした。震度 6強は「珠洲市正院」の地点で記録されています 5)。

一方、弊社で地震後に入手できた国立研究開発法人防災科学技術研究所(以下、防災科研）、気象庁の各

観測点の地震波形を利用して計測震度を計算したところ、震度 6強が 1地点、震度 6弱が 2地点でし

た。地震波形を利用した観測点の震度分布を図 4 に示します。このうち、計測震度が 5.5以上の K-NET

正院、KiK-net珠洲、KiK-net内浦の 3地点について 3成分の加速度波形から最大加速度及び最大速度を

計算しました。これらの 3地点の 3成分の加速度波形、速度波形を図 5～図 6 に示し、それぞれの波形

の最大加速度及び最大速度の値と計測震度の一覧を表 2 に示します。これらの地点の揺れの特徴とし

て、以下の点が挙げられます。 

・水平動の最大加速度レベルはいずれの地点も NS成分が相対的に大きく、530～570galで概ね同じ程

度のレベルであったが上下動の最大加速度レベルは KiK-net珠洲が 720galと他の 2地点のレベルよ

り２倍近く大きい値を示した。KiK-net珠洲は逆断層である震源断層のほぼ直上に位置しているた

め、上下動の加速度レベルが強かったと考えられる。 
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・最大速度のレベルは 3成分いずれも K-NET正院 > KiK-net珠洲 > KiK-net内浦の順で大きい。K-

NET正院の最大速度が最も大きいのは、最大速度の増幅度との相関が高い地下 30ｍまでの平均 S波

速度(以下、AVS30)が 150～160m/sであり、KiK-net珠洲の 345m/s、KiK-net内浦の 311m/sよりも

かなり遅く、表層地盤が軟弱地盤であるため、揺れやすい地域であったためと推測される。 

・軟弱地盤にある K-NET正院の速度波形は他の 2地点より相対的に長周期成分の波が卓越しやすく、

波の継続時間が長くなる傾向がみられている。 

  

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4  波形データに基づく観測点の震度分布 

 

表 2 揺れが大きい観測点の地震動一覧 
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図 5  震度６弱以上を記録した観測点の 3成分の加速度波形一覧 
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図 6  震度６弱以上を記録した観測点の 3成分の速度波形一覧 
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揺れが大きい観測点における過去の地震の揺れとの比較 

前項で選定した揺れが大きい 3地点(表 1 参照)について、周期特性の違いをみるために擬似速度応答

スペクトルという指標を用いて、周期別の水平成分による地震動レベルを算定しました。これらの結果

に全壊家屋が多く発生した地震の観測点の擬似速度応答スペクトル(減衰定数 5%)と比較してみました。

具体的には、住宅の被害が大きかった 1995年兵庫県南部地震の JR鷹取駅、2016年熊本地震の益城町役

場の擬似速度応答スペクトルを重ねて比較しました(図 7 参照)。1995年兵庫県南部地震の JR鷹取駅周

辺の全壊率は約 59%6)、2016年熊本地震の益城町役場周辺の全壊率は約 44%6)に達しています。木造建物

の全壊率との相関が高いとされる周期 1～2秒に着目しますと、能登地方の地震の観測点のレベルは全壊

家屋が多く発生した地震の観測点のレベルを下回っていることが分かります。したがって、揺れが最も

大きい K-NET正院であっても耐震性が著しく低い建物を除けば、躯体に重大な被害を及ぼす可能性は低

いと考えられます。 

 

図 7  2023年 5月 5日能登地方の地震による震度 6弱以上の観測点と 

周辺の全壊率が高い過去の地震の観測点の水平成分の 

擬似速度応答スペクトル(減衰定数 5%)の比較  
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地震動の距離減衰特性について 
2023年 5月 5日に発生した能登地方の地震による地震動の距離減衰特性について検証するために、防

災科研及び気象庁の各観測点の地震波形を利用して最大速度を計算し、各観測点から震源断層までの最

短距離を算定しました。最大速度を算定するにあたっては表層地盤の影響を取り除くため、観測点の地

盤情報から推定される増幅率あるいは観測点のある 250mメッシュの情報から推定される増幅率を用い

て、一律の工学的基盤(Vs600m/s相当)における値に設定しています。断層最短距離は国土地理院の震源

断層モデル 4)から観測点までの最短距離で設定しています。 

その結果を司・翠川 7)による距離減衰式による平均的な距離減衰特性と比較することで、能登地方の

地震の距離減衰特性を検証しました。その結果を図 8 に示します。この結果によると 2023年 5月 5日に

発生した能登地方の地震による基盤最大速度の距離減衰特性は、全体的には平均的な地殻内地震の距離

減衰特性に概ね整合していることが確認できます。 

 

 

 

 

図 8  2023年 5月 5日能登地方の地震の工学的基盤における距離減衰特性と司・翠川式の比較 
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地震動の面的空間分布について 

2023年 5月 5日に発生した能登地方の地震による防災科研、気象庁の各観測点の地震波形を利用し

て、空間補間法により 250mメッシュ単位で震度分布、最大速度分布を推定しました。表層地盤の影響は

観測点の PS検層結果や微地形区分に基づき、簡易に評価しています。図 9 に推定した 250mメッシュの

震度分布、最大速度分布を示します。この結果によると建物に被害が発生し始める震度 6弱以上の分布

は珠洲市内に広く分布していますが、建物の躯体に重大な被害が発生する可能性が高くなる震度６強の

分布は珠洲市内の一部に限定されています。最大速度は 50cm/sec以上の分布は珠洲市内に広く分布して

いますが、建物の躯体に重大な被害が発生する可能性が高くなる 100cm/sec以上の分布はほとんど見ら

れませんでした。 

次に地震動の周期による影響をみるために減衰定数 5%の擬似速度応答スペクトル(以下、pSv)を指標

として、震度、最大速度と同様に防災科研、気象庁の各観測点の地震波形を利用して、周期ごとに pSv

の値を空間補間して、250mメッシュ単位で pSvの値の分布を推定しました。推定した周期の pSvのう

ち、1秒、4秒の pSv分布を図 10 に示します。この結果によると pSvが 100cm/sec以上の分布は周期 1

秒で珠洲市内の一部に分布していますが、周期 4秒では全くみられません。地殻内地震で地震規模が M6

クラスであったため、周期 4 秒以上の長周期地震動のレベルは大きくならなかったと推定されます。さ

らに推定した 250mメッシュの周期ごとの pSvから最大となる卓越周期とその卓越周期の pSvの値を算出

して、それらの分布を図 11 に示します。この結果より、卓越周期の pSvの値が 100cm/sec以上となる地

域は珠洲市内にのみ分布していることが確認できます。その珠洲市では卓越周期が 0.5～1.0秒となる地

域が大部分ですが東側の一部で卓越周期が 1.0～2.0秒となる地域が分布しています。 

以上より、建物被害を発生させる地震動レベルは震源断層に近い珠洲市内に限定して概ね分布してい

ると想定されます。 
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図 9  震度、最大速度の面的空間分布  
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        周期 1.0秒                  周期 4.0秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10  周期 1秒、4秒の擬似速度応答スペクトル(減衰定数 5%)の面的空間分布 
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図 11  擬似速度応答スペクトル(減衰定数 5%)の卓越周期とその pSvの値の面的空間分布 
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おわりに 

2023年 5月 5日に発生した能登地方の地震は、2020年 12月以降の活発化した地震活動の中でそれま

での最大地震よりマグニチュードで 1以上大きく、一連の地震活動の中では最も大きな被害が発生しま

した。今回の地震動レベルとその分布から揺れによる建物被害は概ね珠洲市内に限定して発生している

ものと推定されます。地震調査研究推進本部 2)によると「地殻変動域の変化、地震活動の浅部への移

動、電気伝導度の分布などから、一連の活動には、流体の移動が関与している可能性がある。これまで

の地震活動及び地殻変動の状況を踏まえると、一連の地震活動は当分続くと考えられる。」としていま

す。したがって、今後も一連の地震活動の中で大きな地震が発生する可能性があるといえますので、珠

洲市およびその周辺では引き続き、地震活動に注意していく必要があります。 
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